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・ マラソン大会で男子は ㎞走るが、女子は ㎞を走る。
・ くんは、こわい先生のいうことはよく聞くが、こわくない先生のいうことは聞かない。
・ バレンタインデーに くんはチョコを 個もらったが、 くんはもらわなかった。
─ 118 ─ ─ 119 ─
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